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　緑風会の会員の皆様におかれ
ましては、ますますご健勝のことと
お慶び申し上げます。
　緑風会では、2011年7月30日
（土）に千葉県浦安市の東京ディ
ズニーランドホテル「シンデレラ
ドリーム」において、「明海大学浦
安キャンパス同窓会緑風会15周
年パーティー」を盛大に開催致し
ました。
　当日は猛暑日であるにもかか
わらず、約100名の緑風会員やご
来賓、学校関係者の方にご出席い
ただき、また、3月にご退官された

緑風会15周年パーティー
開催にあたって

前副学長（前不動産学部長）の小
泉允圀先生にお願いし「不動産学
部創設時を振り返って」というテー
マでご講演もいただきました。
　不動産学部の創設が20年前で
あることから、我々の緑風会は20
～30歳代の会員が多い会である
ことが大きな特徴です。20歳代の
社会人といえば、会社での役割を
考えるとなかなか身動きが取れ
ない世代です。そのような世代の
方々が中心となり、この15年間に
渡り緑風会の発展にご尽力いた
だきました。

　その甲斐もあり、現在、緑風会
の会員は4,000人を超えてお
り、不動産緑風会の情報交換会
を年に数回実施していることや
緑風塾の宅建講習が功を奏し、
創設当初に比べると会員間の
ネットワークも年々活発になって
おります。このような会員相互の
努力で、緑風会も20年、さらに
は30年をめざし、円熟された同
窓会になっていければと祈念し
ております。
　不動産業界自体、安定成長期
を迎えた我が国では不況業種の
代名詞となりつつありますが、我
が国唯一の不動産学部という特
性や会員間相互のネットワーク
で、緑風会会員の仕事や生活を
支援できる会となるように、緑風
会理事一同今後とも活動してい

ければと思っております。
　また会員の皆様におかれまし
ても、緑風会事業への参加や活
動へのご理解を頂くことで、さら
なる緑風会の発展をご支援いた
だけるようお願いしたいと思い
ます。
　最後になりましたが、今回の記
念パーティーにご来賓としてお
越しいただきました、明海大学 
安井利一学長様、前副学長 小泉
允圀先生、不動産学部長 林亜夫
先生他の不動産学部の諸先生
方、学校関係者の方々、開催にあ
たり長期にわたりご協力・ご支援
をいただきました浦安キャンパ
ス同窓会の北原会長をはじめと
する同窓会本部の皆様に心から
感謝するとともに謝意にとさせて
頂きたいと思います。

緑風会代表挨拶
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渡辺　孝之（1995年度卒業　不動産学部1期生）
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　平成23年7月30日（土）、舞浜
の東京ディズニーランドホテル
「シンデレラドリーム」において、
15周年記念パーティーは開催さ
れました。東京ディズニーランド
ホテルは平成22年に開業された
新しいホテルで、この度、利用さ
せていただいた「シンデレラド
リーム」は結婚式などでも使われ
る格調あるホールです。
　最初に緑風会第4代渡辺代表
より、開催の挨拶とともに緑風会
の近年の活動状況報告をパワー
ポイントで説明されました。また、
渡辺代表宅に保管してあったと
いう不動産学部創設時のNHK
ニュースがVTRで流され、出席し
た約100人の会員や教職員は感

動の波に包まれました。
　次に、明海大学浦安キャンパス
同窓会の北原会長よりご挨拶を
頂きました。北原会長からは、15
周年の祝辞と共に、「不動産学部
支部緑風会は、支部のパイオニア
的位置付けにある。経済学部支部
が今年設立され全学部の同窓会
が設立されたので、今後とも支部
の主導的役割を担ってほしい。」
と寄せられた。
　来賓である明海大学安井学長
からは、本会へのさらなる発展と
期待を込めた大変心温まる15周
年のご祝辞を頂きました。
　不動産学部の林学部長からは、
「緑風会の中期行動計画に基づく
同窓会活動の報告やOB皆さん

の顔を見て、設立時からの教育の
成果が着実に表れていると実感
している。」、「来年、学部設立20
周年を迎える。緑風会も協力して
ほしい。」、「NHKニュースで、故
石原学部長のコメントを見てあら
ためて身の引き締まる思いとなっ
た。」というご祝辞を頂いた。
　その後、同年3月に退官された
前不動産学部長小泉允圀先生よ
り「不動産学部創設時を振り返っ
て」というタイトルで、基調講演を
いただいた。先生からは、不動産
学部創設時のご苦労されたお話
や当時の入試の合格状況、就職
の状況、故石原先生の思い出な
ど、小泉先生ならではのご講演を
頂いた。　　

　例年なら卒業式に行われる予定
の退職教員表彰が震災で行えな
かったため、小泉先生の講演後、
緑風会から表彰が行われました。
　初代会長伊藤憲氏の乾杯をも
とに、食事、歓談がはじまった。こ
の間、明海大学ジャズオーケスト
ラ部が花を添えた。
　パーティーの後半に渡辺代表
より、緑風会第三代代表の本間
勝氏、前不動産緑風会会長の渡
邊昭仁氏、緑風塾塾長の小畑昌
也氏に、功労賞を贈りました。
　時間はあっという間に過ぎ、緑
風会松島副代表より閉会の挨拶
により、3時間のパーティーは締
められました。

パーティーの模様
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　明海大学不動産学部は、1992
年4月に我が国初の学部として浦
安キャンパスに創設され、早くも
19年の歳月が流れております。
　創設時以前から、欧米の高等教
育機関を中心に不動産学が独立
した学科、学部、大学院としてすで
に数多く発足しており、それぞれ
の国の大学教育の一分野として、
その役割を果たしておりました。
　我が国においては、不動産業が
活況を呈していた1984年に、不
動産業界は無論のこと官界、学会
から大きな期待を寄せられながら
「日本不動産学会」が設立され、初
代学会長に石原舜介先生がご就
任されました。この不動産学会の

設立の流れを積極的に受け止め
ながら、石原学会長（後に初代不
動産学部長にご就任）自らが不動
産学部の創設にご尽力され、不動
産学会設立8年後の1992年に本
学浦安キャンパスに我が国初の
不動産学部をスタートさせたわけ
です。
　時あたかも不動産バブルがま
さに崩壊し始めた時でしたが、マ
スコミ関係でも本学部第1回生の
入学がかなり大きく報道され、注
目を集めておりました。しかし、残
念なことでしたが不動産バブルが
崩壊し始め、いわゆる右肩下がり
に差し掛かってきた流れは急には
止まらず、卒業していく学生達の

就職が気がかりになって参りまし
た。そこで初代石原学部長は第１
回生が3、4年生に進級したころ
不動産業界関連企業を中心に約
100社、1993年に不動産学科主
任を仰せつかった小生も約60社
を対象に企業訪問いたし、学部卒
業生の就職依頼に走り回ったわ
けですが、歴史も伝統もこれから
作っていかなければならない我
が不動産学部の卒業生にとって
卒業後の進路は決して生易しい
ものではない状況でした。
　しかし、幸いにも第1回生が
1996年に誕生した時には、昼間
部214名、夜間部110名、計324
名が卒業し、ただちに不動産学部
独自の同窓会である“緑風会”を
立ち上げましたが、就職者の
41.2％が不動産業、13.6％が建
設業、5.1％が金融業とほぼ三つ
の不動産関連業界に60％程度就
職している状況でした。この就職

者の業種別割合は第1回生以来
毎年大きく変わらず、三つの業界
で60％前後を続けているのが我
が学部の大きな特徴と言えそう
です。
　翻って、本学部の卒業生の数を
見ると、1996年度から2010年
度までの卒業生は4243人に達
しております。この4000人を超え
る卒業生が現役の学生ともども、
ややもすると右下がり傾向にあ
る不動産学部に歯止めをかけ、
不動産学部の新たな歴史と伝統
をこれからも築き上げ続けていく
ためには、卒業生相互のしっかり
した“絆”の存在こそ不可欠と思
われます。この“絆”そのものが不
動産学部同窓会の“緑風会”であ
ることを改めて関係者一同で共
有・共感し、互いに行動を起こし
ていこうではありませんか。

小泉前学部長からのお言葉15th

創立15周年を迎えた
“絆”緑風会について
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明海大学名誉教授・不動産学部客員教授 小泉　允圀

明海大学浦安キャンパス同窓会報　
第17号より転記
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